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西寺林商店痴
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一般の商店の中に三味線屋、昔懐かしいみたらし団子^^^^^^^^^^

西寺林商一 屋など特色のある商店が立ち並ぶ。 00銀座と称される
'^^^^^^^^"^^^^^ 商店街とは少し趣を異にするのが西寺林商店街。
「どうも近頃は商売上のモラルが低下しているように思う。もちろん経営に対する自助努力も大

切だが、不況が叫ばれているこの時期こそ精神面を見直すのがより重要な気がする。(談)」
きらびゃかな零囲気もいいがひなびた中でのシ.ツピングも楽しいものである。
〔メモ〕会長中尾平治氏・構成員数32名
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第68回議員総会開催・ー

一般消費税について

企業経営のカンどころーー・

「これからのレジャーと観光」

求職者情報
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お問い合せは・・・・・・
奈良公共職業安定所

職業紹介係まで
5564TEL
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4

営

経

19

経理事務

5

営業事務Ⅱケ月

43

女

倉庫管理

業

丁ルミ建材営業Ⅱ年
経理・企画 13.5年

45

臨床検査技

験

2

呂

コンピュータ
オペレーター

29

手取金
明収)

3

子

土理

40

和文
タイピスト

4

舌
23.4年

倉庫係

90,000円

23

経理事務

奈良県倒産状況

5

昭和54年4月10日(毎月1回10日発行)

250,000円

検査技師1.8年

25

9.7年

一般事務

務時間
(休日)

月別

180,000円

データ目理及
チエッカー 4.9年

8.00~ 17.00
(日曜)

30

12年

摘要

140,000円

8.00~17.00
(日曜)

和文タイプ10年

38 経理務決算事務

150,000円

8.00~17.00
(日曜)

件数

50

月

2

2月

8.00~ 17.00
(日曜)

120,000円

経理補助 13年

帝国
興信所

規模

前年伺月

月

3

金

8.00~ 17.00
(日曜)

100,000円

(内整理を含む負債1,000万円以上)

乗客数(2月)

3億
6,000 万円

4年

大阪奈良
通

時給600円

不問

10

9.00~ 17.00
(日祝曜)

額

奈良犬阪
通

不問

18億
5,500 万円

奈良市

偶者
の有無

110,000円

9.00 」~ 17.00
(日祝曜)

不問

10,00~16.00
t日祝曜)

項目
月別

奈良市

90,000円

1億
3,000 万円

奈良市消費者物価指数

摘要

不問

天理奈良
通

月別

奈良市

無

9.00~17.00
(日祝曜)

学歴・資格

53
12月

大阪奈良
通

不問

奈良市

高卒(商業科)
普通自動車免許

国鉄奈良駅

有

8.30~ 17.00
(日祝曜)

総A

不問

生駒奈良
通

奈良市

商大卒(商学部)
普通 口

有

54

1月

乗

月

不問

2

120.6

対前月比

天理市

無

工大中退(機械工学)
大型(二種)自動車免許

上

不問

客

奈良市

有

月

高卒(商業科)珠算
簿記共2級普通免許

奈良交通名所めぐり

468,348

昇

(国鉄奈良駅・奈良交通)(人)

不問

120.9

2月

対前年同月比

中卒
フオーク運転可

生駒市

奈良公園

有

0.4

住所

率

不問

乗

393,874

奈良市

医学技術学校卒
臨床検査技師

無

奈良市

0.2

短大卒
普通自動車免許

有

奈良一法隆
寺一西ノ六

食料

5,920

3.9

有

官卒

職業紹介状況(2月)

高卒
珠算3級

無

5,190

114.5

住.居

3.フ

訓練校経理事務科
54年3 卒

項目

1,673

新規求人数

117.5

光熱

114.6

月間有効求人数

(昭和50年= 100)

1,699

充
新規求職者数

109.0

被服

117.フ

区分

月間有効求職者数

(学卒、

紹

足

(総理府統計局)

トを除く)(奈良職安統計)ノ、^

就

雑費

124.フ

109.0

有効求人倍率

介

三十

職

数

129.6,

125.1

件

648
2,037

者

男

数

279

130.2

1,032

427

数

1,364

女

3β91

162

221

694

前年比

528

673

2,101

296
0.52

117

412

-13.8

504

1.790

175

+24.0

0.64

十21.8

282

12

+ 3.6

121
0.37

4.3
+ 16.8
十 32.1

亀
等

地
)

務
.

勤
C

マ
ル
経
資
金
融
資
制
度

貸
付
限
度
額
引
上
げ

マ
ル
経
(
小
企
業
等
経
営
改
善
資
金
融
資
制

度
)
の
貸
付
条
件
が
四
月
一
日
よ
り
次
の
よ
う

に
改
正
さ
れ
ま
し
九
。
詳
細
に
つ
い
て
は
当
所

中
小
企
業
相
談
所
ま
で
。

▽
貸
付
限
度

設
備
資
金
三
0
0
万
円

運
転
資
金
二
五
0
万
円

ワ
貸
付
期
間

設
備
資
金
四
年
(
う
ち
据
置
六
力
月
)

運
転
資
金
二
年
六
力
月

(
同
三
力
月
)

▽
貸
付
利
率
年
六
・
六
影
(
旧
と
同
じ
)

奈
通

の

奈
通

奈
通
奈
通

島
1
 
島
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七
ペ
ー
ジ
に
掲
載
の
と
お
り
当
所

の
会
員
之
章
が
完
成
、
こ
の
ほ
ど
頒

布
を
開
始
致
し
ま
し
た
。
▼
本
章
は

奈
良
商
工
会
議
所
の
会
員
で
あ
る
こ

と
を
対
外
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と

に
ょ
り
会
員
の
取
引
上
の
信
用
増
大
、

イ
メ
ー
、
シ
の
高
揚
に
資
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
頒
布
す
る
も
の
で
、
当

所
と
致
し
ま
し
て
も
本
目
的
達
成
の

九
め
積
極
的
に
頒
布
し
て
参
り
た
い

と
存
じ
て
お
り
ま
す
。
▼
つ
き
ま
し

て
は
、
当
所
職
員
が
巡
回
の
際
、
御

購
入
依
頼
申
し
上
げ
ま
す
の
で
出
費

こ
多
端
の
折
と
は
存
じ
ま
す
が
本
趣

旨
を
お
汲
み
と
り
願
い
御
協
力
下
さ

る
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。
一
枚
二

千
円
で
す
。
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第127号(第三種郵便物認可)

本年度目標
1.低成長下に適応する企業体質の改善強化
と倒産防止対策を実施する。
2.大型小売店舗の進出に対応して地域商業
との円滑な調整を図り地域商業振興策を推
進する。
3.奈良観光の現状を'、まえ、今後の望まし
い方向作りに努める。
4.地域産業の発展をはかるため、意見活動
の強化をはかる。
5.会議所組織機能の強化と財政基盤の確立
をはかる。

奈良会議所ニュース 昭和54年4月10日(毎月1 回10日発行)

般会計

商工名鑑発刊
特別会計

昭和49年度以降の奈良商工会議所浜篝の推移表
昭和四年度

会員数
1,468

中小企業相談所
特別会計

島

特定退職金共済
事業特別会計

33,343,000
33,621,259

昭和50年度

会員数
1,539

会館特別会計

17,628,310
17,581,707

40,651,000
41,085,298

昭和51年度

会員数
1,711

・十

5,182,948
5,051,824

25,236,439
25,251,248

3

56,154,258
56,254,790

・・・・・・,・・・・・・・・・・・・・・・・・・、・・・,・・・・・,を示す。但し、昭和53年度下段は決算見込額を示す。

(注)退職給与資金積立金(特別会計)並びに会館管理積立(特別会計)を除く。

45,797,000
51,326,278
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(、

昭和52年度

会員数
2,055

27,985,000
25,756,965 (

26,708,929
26,820、 109

93,872,439
92,093,511

51,994,000
54,425,186

良心的な価格・正札販売の店

昭和53年度
(54年1月末)
会員数

2,171

暮しに奉仕

^モ'ξ1モ'ト
西大寺店
郡山店
生駒店

1,500,000
1,500,000

奈良市二条町1丁目1-9
大和郡山市丹後ノ庄町
生駒市谷田町1250

電 0742
電 07435
電 07437

鞍熱f,

29,347,000
35,186,076

『■■.^^

29,165,000
30,503,0釧

101,852,929
113,332,463

57,710,000
57,760,832

(33) 7671
( 6 ) 2731
( 4 ) 21釘

'亀

、^

.

昭和54年度

会員数

ご婚礼家具
ドレッサー
書斎家具
敷物
お台所用家具
ベビー用家具
座敷机

5,520,000
5,710,000

獣・"

2

47,550,000
66,031,844

<

34,128,000
33,169,955

奈良会議所ニュース

130,209,000
152,460,091

^

64,797,000

営業

,4鶴
^
仙"

1,216,000

38,641.000
49,553,953

ご婚礼組夜具
応接セット
ψ、、'ツド
カーテン
事務用家具
ノレームアクセサリー
タンス

轟

剣羨

34,766,000

135,999,000
146,194,740

や'血一ゞ"、 12、'、1

46,401,000

'乢ノJ /

63, H 8,000

目

昭和54年4月10日(毎月1 回10日発行)

210,298,000

、

昭
和
五
十
四
年
度

事
業
計
画
・
予
算
を
需

来
年
度
の
事
業
計
画
及
び
予
算
等
を
審
議
す
る
第
六
十
八
回
議
員

総
会
は
、
去
る
三
月
二
十
三
日
午
後
一
時
す
ぎ
よ
り
当
所
四
階
ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
、
事
業
計
画
、
予
算
案
に
つ
い
て
は
原
案
通
り
、
そ

の
他
の
議
案
に
つ
い
て
も
そ
れ
ぞ
れ
満
場
一
致
で
議
決
さ
れ
た
。

第
六
十
八
回
議
員
竺
本

議
事
は
ま
ず
報
告
事
項
か
ら
入
り

次
の
事
項
に
つ
い
て
報
告
の
う
え
了

承
さ
れ
た
。

H
議
員
の
一
部
異
動
に
つ
い
て

◎
三
号
議
員

野
村
萬
作
氏
1
死
亡
に
よ
り
退

任
◎
三
号
議
員

噺
阪
本
龍
児
氏
(
嫁
南
都
銀
行
)

娼
上
田
慶
治
氏
(
二
月
十
三
日

死
亡
)

◎
二
号
議
員

欲
幸
福
相
互
銀
行
奈
良
支
店
長

噺
河
合
邦
雄
氏
旧
茨
木
昇
氏

◎
二
号
議
員

奈
良
信
用
金
庫
南
支
店
長

噺
杉
本
尚
夫
氏
冊
箕
輪
正
男
氏

◎
一
号
議
員

長
岡
末
光
氏
(
事
業
閉
鎖
の
た

め
退
任
)

⇔
地
階
改
造
と
用
途
に
つ
い
て

本
件
は
、
当
会
館
の
地
階
が
な
お

一
層
充
分
に
活
用
さ
れ
る
よ
う
、
又

倶
楽
部
の
将
来
を
考
え
、
施
設
の
充

実
を
は
か
る
た
め
こ
れ
を
改
造
し
、

三
階
友
好
倶
楽
部
室
を
地
下
に
移
設

す
る
と
い
う
案
で
、
原
案
通
り
可
決

決
定
。

国
昭
和
五
十
四
年
度
事
業
計
画
案
並

び
に
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
収

支
予
算
に
つ
い
て

原
案
通
り
可
決
決
定
(
表
参
照
)

口
三
号
議
員
選
任
に
つ
い
て

上
林
安
彦
氏
(
上
林
化
学
掬
社
長
)

を
選
任
し
九
旨
報
告

国
部
会
別
議
員
数
の
変
更
に
つ
い
て

次
の
通
り
変
更

工
業
部
会
定
数
四
名
を
三
名

理
財
部
会
定
数
五
名
を
六
名

そ
の
他
、
四
業
務
概
要
(
十
二
月

1
三
月
)
囿
大
型
店
舗
等
出
店
対
策

協
議
会
の
進
捗
状
況
内
特
定
退
職
金

共
済
制
度
の
実
施
に
つ
い
て
概
要
報

告
。〔

協
議
事
項
〕

H
常
議
員
二
名
の
補
欠
選
任
に
つ
い

て本
件
は
、
前
常
議
員
で
あ
っ
九
野

村
萬
作
氏
の
逝
去
及
び
箕
輪
正
男
氏

の
転
任
に
よ
る
も
の
で
、
こ
の
補
欠
選

任
に
つ
い
て
は
両
氏
の
所
属
部
会
の

理
財
部
会
に
一
任
す
る
こ
と
で
可
決
。

四
協
賛
金
処
理
対
策
に
つ
い
て

本
件
に
つ
い
て
は
「
協
賛
金
処
理

対
策
委
員
会
」
を
設
置
の
う
え
当
問

題
に
対
処
し
て
い
く
こ
と
で
了
承
可

決
。
な
お
構
成
メ
ン
バ
ー
、
発
足
日

時
に
つ
い
て
は
執
行
部
一
任
。

囿
第
十
期
議
員
改
選
対
策
に
つ
い
て

本
件
に
つ
い
て
は
、
前
期
と
同
様

「
選
挙
対
策
委
員
△
だ
を
設
置
し
、

当
問
題
に
対
処
し
て
い
く
こ
と
で
可

決
決
定
。

1
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重
点
事
業

〔
商
業
振
興
対
策
〕
奈
良
市
内
の
商

業
の
振
興
を
は
か
る
九
め
、
関
係
機

関
と
連
け
い
を
深
め
つ
っ
、
商
業
の

近
代
化
、
合
理
化
等
の
具
体
策
を
検

討
実
施
す
る
。

〔
工
業
振
興
対
策
〕
低
成
長
下
企
業

の
体
質
を
改
善
し
経
営
能
力
を
高
め

る
九
め
必
要
な
諸
施
策
を
推
進
す
る
。

〔
観
光
振
興
対
策
〕
国
際
文
化
観
光

都
市
と
し
て
観
光
客
誘
致
と
そ
の
受

入
れ
対
策
の
強
化
充
実
を
は
か
る
。

〔
小
規
模
事
業
対
策
〕
小
規
模
事
業

対
策
の
重
要
性
に
か
ん
が
み
、
巡
回

相
談
を
中
心
と
し
て
経
営
改
善
及
事

業
の
徹
底
を
図
る
。

〔
地
域
開
発
対
策
〕
地
域
産
業
の
発

展
と
都
市
機
能
の
向
上
の
九
め
地
域

開
発
計
画
及
び
都
市
計
画
事
業
の
推

進
に
関
す
る
要
望
陳
情
を
積
極
的
に

事
業
計
画

進
に
関
す
る
要
望
陳
情
を
積
極
的
に

行
い
経
済
活
動
の
基
盤
整
備
を
推
進

す
る
。

〔
意
見
活
動
・
調
査
広
報
〕
地
域
商

工
業
の
改
善
発
達
を
は
か
る
た
め
、

商
工
業
の
二
ー
ズ
を
把
握
し
、
そ
の

声
を
集
約
し
中
央
及
び
地
方
の
行
政

機
関
、
議
会
及
び
関
係
機
関
に
対
し

要
望
及
び
陳
情
を
行
う
と
と
も
に
経

済
情
勢
の
変
化
に
迅
速
適
確
に
対
応

す
る
よ
う
調
査
、
情
報
機
能
を
強
化

し
、
併
せ
て
広
報
活
動
を
推
進
す
る
。

t
会
議
所
組
織
運
営
対
策
〕
現
下
の

厳
し
い
経
済
環
境
の
中
で
商
工
会
議

所
は
地
域
総
合
経
済
団
体
と
し
て
、

そ
の
使
命
は
益
々
重
要
で
あ
り
会
員

の
負
託
に
応
え
、
地
域
経
済
振
興
を

図
る
た
め
行
動
す
る
商
工
会
議
所
と

し
て
諸
事
業
に
総
力
を
挙
げ
る
よ
う
、

会
議
所
組
織
運
営
の
強
化
に
努
め
る
。

品

わ
が
国
経
済
は
、
石
油
シ
ヨ
ッ
ク

以
来
六
年
に
及
ぶ
長
期
不
況
と
近
来

の
異
常
な
円
高
圧
力
と
い
う
厳
し
い

環
境
の
中
で
一
進
一
退
を
続
け
、
輸

出
の
鈍
化
、
経
済
成
長
率
の
低
下
等

多
大
の
影
響
を
受
け
九
の
で
あ
る
が
、

そ
の
中
で
政
府
は
公
共
投
資
の
拡
大
、

低
金
利
政
策
を
中
心
と
す
る
財
政
金

融
面
の
景
気
刺
激
効
果
に
よ
り
、
内

需
の
回
復
と
国
際
収
支
の
ア
ン
バ
ラ

ン
ス
の
収
束
に
全
力
を
傾
注
し
六
。

一
方
、
企
業
は
体
質
を
改
善
し
、
い

わ
ゆ
る
減
収
増
益
の
型
で
企
業
業

-
y

ル
闇

風

績
の
回
復
を
図
り
、
低
成
長
下
に
生

き
抜
く
体
質
を
生
み
出
し
て
い
る
状

況
に
あ
る
。

こ
う
し
九
中
に
お
い
て
中
小
企
業

で
占
め
る
わ
が
奈
良
市
産
業
界
に
お

い
て
も
依
然
低
流
と
厳
し
い
も
の
が

あ
る
。当

商
工
会
議
所
と
し
て
は
、
こ
の

現
状
を
ふ
ま
え
地
域
総
合
経
済
団
体

と
し
て
ま
す
ま
す
す
べ
て
の
商
工
業

者
が
一
致
団
結
、
そ
の
力
を
結
集
し
、

機
能
を
高
め
、
行
動
す
る
会
議
所
と

し
て
真
価
を
発
揮
し
な
け
れ
ば
な
ら

0

な
い本

年
度
は
、
次
の
事
項
を
目
標
に

掲
げ
、
地
域
商
工
業
の
発
展
を
は
か

り
た
い
。
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一
般
消
費
税
に
つ
い
て

一
、
具
体
的
仕
組
み

こ
の
九
び
税
制
調
査

会
か
ら
答
申
(
昭
和
認

年
松
月
)
さ
れ
た
新
税

は
、
<
止
業
税
で
は
な
く
、

累
積
課
税
を
排
除
す
る

か
九
ち
の
多
段
階
の
一

般
消
費
税
で
あ
り
、
財
化
サ
ー
ビ
ス

の
消
費
に
対
し
て
負
担
を
求
め
る
こ

と
を
基
本
的
性
格
と
す
る
も
の
で
あ

る
0そ

の
具
体
的
仕
組
み
の
検
討
に
当

た
っ
て
は
、
一
般
消
費
税
の
経
験
に

乏
し
い
と
い
う
我
が
国
の
事
情
や
経

済
取
引
の
実
態
等
に
も
配
意
し
、
納

税
者
と
税
務
当
局
の
双
方
か
ら
み
て

望
ま
し
い
簡
明
な
仕
組
み
を
考
案
す

る
と
い
う
観
点
に
立
ち
、
ま
九
、

小

規
模
零
細
事
業
者
に
対
す
る
課
税
の

影
響
等
に
つ
い
て
も
十
分
考
慮
す
る

こ
と
と
し
て
い
る
。

税
制
調
査
会
で
と
り
ま
と
め
ら
れ

九
一
般
消
費
税
の
具
体
的
仕
組
み
の

概
要
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

日
課
税
対
象

課
税
の
対
象
と
な
る
も
の
は
、
国

内
で
事
業
を
行
う
者
の
財
貨
の
引
渡

し
及
び
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
並
び
に
財

貨
の
輸
入
で
あ
る
。

な
お
、
か
つ
て
の
取
引
高
税
の
よ

う
に
生
産
、
流
通
の
過
程
で
同
じ
も

の
に
税
が
二
重
、
三
重
に
課
せ
ら
れ

る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
累
積
課
税

を
排
除
す
る
仕
組
み
を
入
れ
る
。

⇔
納
税
義
務
者

納
税
義
務
を
負
う
者
は
、
国
内
で

事
業
を
行
う
者
と
輸
入
を
行
う
者
で

あ
る
。
た
だ
し
、
年
間
売
上
高
二
、

0
0
0
万
円
以
下
の
小
規
模
零
細
事

業
者
に
つ
い
て
は
、
納
税
義
務
を
免

除
す
る
。

国
非
課
税
の
範
囲

新
税
の
課
税
に
当
九
っ
て
は
、
次

の
も
の
は
非
課
税
と
さ
れ
る
。

①
消
費
税
と
し
て
の
性
格
上
課
税
対

象
と
す
る
こ
と
に
な
じ
み
に
く
い
も

の
1
輸
出
取
引
、
資
本
移
転
(
有

価
証
券
の
取
引
及
び
士
地
の
売
買
)

及
び
金
融
取
引
(
保
険
取
引
を
含
む
J

②
特
別
の
政
策
的
配
慮
か
ら
課
税
す

る
こ
と
が
適
当
で
な
い
も
の
。

0
食
料
品
(
逆
進
性
と
物
価
面
へ

の
影
響
の
緩
和
)

0
社
会
保
険
医
療

0
学
校
教
育
法
第
一
条
に
規
定
す

る
学
校
の
行
う
学
校
教
育
及
び
社

会
福
祉
事
業
法
に
規
定
す
る
第
一

種
及
び
第
二
種
社
会
福
祉
事
業

③
公
共
法
人
等
の
一
定
の
事
業

0
国
、
地
方
公
共
団
体
の
事
業

0
公
共
法
人
の
事
業
の
う
ち
民
間

事
業
と
続
合
し
な
い
も
の
及
び
こ

れ
に
準
ず
る
も
の

0
公
益
法
人
等
の
収
益
事
業
以
外

の
事
業

④
個
別
消
費
税
と
の
調
整
の
結
果
新

税
が
非
課
税
と
さ
れ
る
も
の
。

四
税
率

税
率
構
造
は
単
一
税
率
と
し
、
税

率
の
水
準
に
つ
い
て
は
、
 
E
C
諸
国

の
導
入
時
の
先
例
は
W
影
台
で
あ
る

我
が
国
と
は
事
情
が
異
な
る
こ

゛
)
、
力と

及
び
物
価
へ
の
影
響
や
財
政
事
情

を
勘
案
し
て
5
%
(
地
方
消
費
税
を

含
む
。
)
と
す
る
。

囿
納
付
税
額
の
計
算

納
付
税
額
は
、
課
税
期
間
(
原
則

と
し
て
事
業
年
度
)
中
の
売
上
げ
の

合
計
額
に
税
率
を
乗
じ
た
金
額
か
ら
、

仕
入
れ
(
機
械
等
の
投
資
財
の
購
入

を
含
む
J
 
の
合
計
額
に
税
率
を
乗

じ
た
金
額
を
控
除
し
て
算
出
す
る
。

こ
の
場
合
、
国
に
よ
り
非
課
税
と
さ

れ
る
財
貨
及
び
サ
ー
ビ
ス
の
購
入
額

並
び
に
非
課
税
売
上
げ
の
た
め
使
用

さ
れ
る
財
貨
及
び
サ
ー
ビ
ス
の
購
入

額
は
、
仕
入
高
に
含
め
な
い
こ
と
と

す
る
。な

お
、
こ
の
税
は
生
産
、
流
通
の

各
段
階
に
お
け
る
売
上
げ
に
課
税
す

る
も
の
で
あ
る
が
、
個
々
の
段
階
で

の
納
付
税
額
の
算
定
に
当
九
っ
て
仕

入
れ
に
か
か
る
税
額
を
控
除
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
の
は
、
累
積
課
税
を

排
除
す
る
こ
と
と
す
る
九
め
で
あ
る
。

こ
の
計
算
に
よ
り
、
各
段
階
に
お
い

て
納
付
さ
れ
る
税
額
の
合
計
額
は
、

最
終
段
階
の
税
抜
販
売
価
格
に
税
率

を
乗
じ
九
も
の
に
等
し
く
な
っ
て
い

る
。
従
っ
て
、
各
段
階
に
お
け
る
個

々
の
価
格
形
成
に
当
九
っ
て
は
、
税

抜
販
売
価
格
に
税
率
を
乗
じ
九
金
額

を
上
乗
せ
し
九
も
の
を
税
込
販
売
価

格
と
す
る
こ
と
に
よ
り
各
段
階
を
通

じ
て
逐
次
転
嫁
が
図
ら
れ
る
こ
と
に

な
る
。

御
限
界
控
除
・
簡
易
課
税
方
式
の
選

択年
間
売
上
高
が
四
0
0
0
万
円
以

下
の
事
業
者
に
つ
い
て
、
課
税
の
影

響
を
緩
和
す
る
九
め
納
付
税
額
の
一

部
を
軽
減
す
る
限
界
控
除
制
度
を
設

け
る
。年

間
売
上
高
四
0
0
0
万
円
以
下

の
事
業
者
に
つ
い
て
事
務
負
担
の
軽

減
等
を
図
る
九
め
簡
易
課
税
方
式
の

選
択
を
認
め
、
売
上
高
又
は
仕
入
高

等
か
ら
税
額
を
簡
便
に
計
算
す
る
途

を
ひ
ら
く
0

田
申
告
納
付
等

国
内
で
事
業
を
行
う
者
に
つ
い
て

は
、
原
則
と
し
て
法
人
税
、
所
得
税

の
申
告
納
付
の
時
期
と
あ
わ
せ
て
申

告
納
付
す
る
こ
と
と
し
、
輸
入
を
行

う
者
に
つ
い
て
は
、
輸
入
時
に
関
税

及
び
他
の
消
費
税
と
あ
わ
せ
て
申
告

納
付
す
る
こ
と
と
す
る
。

納
税
地
、
質
問
検
査
権
等
の
規
定

は
、
法
人
税
、
所
得
税
に
準
じ
て
設

け
る
ほ
か
、
国
税
犯
則
取
締
法
上
の

問
接
国
税
と
せ
ず
、
通
告
処
分
制
度

等
を
適
用
し
な
い
。

W
他
の
税
と
の
調
整

広
く
消
費
一
般
に
対
し
て
負
担
を

求
め
る
と
い
う
新
税
の
課
税
の
趣
旨

か
ら
み
て
、
基
本
的
に
は
既
存
の
個

別
消
費
税
の
課
税
対
象
と
さ
れ
て
い

る
物
品
又
は
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
も

新
税
の
課
税
対
象
と
す
べ
き
で
あ
る

が
、
物
品
税
に
つ
い
て
は
新
税
に
段

階
的
に
吸
収
す
る
等
各
税
の
性
格
等

に
も
配
慮
し
、
政
府
に
お
い
て
具
体

的
に
検
討
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

⑪
新
税
の
地
方
団
体
へ
の
配
分

新
税
の
一
部
は
地
方
消
費
税
と
し

て
地
方
団
体
へ
配
分
す
る
こ
と
と
し
、

そ
の
課
税
標
準
は
、
納
税
者
の
便
宜

を
考
慮
し
、
一
般
消
費
税
(
国
税
)

の
税
額
と
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

ニ
、
新
税
と
E
C
型
付
加
価
値
税
と

の
違
い

新
税
と
欧
州
諸
国
で
実
施
さ
れ
て

い
る
付
加
価
値
税
と
の
主
な
相
違
点

を
あ
げ
れ
ば
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

冊
小
規
模
零
細
事
業
者
が
大
幅
に
納

税
義
務
者
か
ら
除
外
さ
れ
よ
う
。

諸
外
国
に
お
い
て
も
小
規
模
零
細

事
業
者
を
除
外
す
る
定
め
が
、
お
か

れ
て
い
る
が
、
そ
の
水
準
は
年
間
売

上
高
で
-
0
0
万
円
前
後
舎
同
い
方

で
は
イ
ギ
リ
ス
の
三
九
六
万
円
)
と

か
な
り
低
い
。
こ
れ
に
対
し
て
我
が

国
の
場
合
は
、
経
済
の
実
情
を
考
慮

(

し
小
規
模
零
細
事
業
者
に
対
す
る
配

慮
と
い
う
観
点
に
だ
っ
て
渚
外
国
よ

り
は
か
な
り
高
い
年
間
売
上
高
二
0

0
0
万
円
と
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い

る
0口

税
額
計
算
の
方
法
や
申
告
手
続
が

簡
素
化
さ
れ
て
い
る
。

E
C
型
付
加
価
値
税
の
場
合
税

額
計
算
は
仕
送
状
(
イ
ン
ポ
イ
ス
)

を
も
と
に
行
う
よ
う
仕
組
ま
れ
て
い

る
。
そ
の
九
め
、
売
主
は
、
個
々
の

、
(

売
上
げ
の
都
度
仕
送
状
を
発
行
し
、

そ
れ
に
売
上
金
額
の
ほ
か
そ
の
売
上

金
額
に
税
率
を
乗
じ
て
え
た
税
額
を

併
記
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
、

納
付
す
べ
き
税
額
の
計
算
は
課
税
期

間
(
概
ね
一
か
月
)
ご
と
に
そ
の
期

問
中
の
売
上
金
額
に
税
率
を
乗
じ
て

算
出
し
九
税
額
か
ら
、
そ
の
期
問
中

の
個
々
の
取
引
ご
と
に
仕
入
先
か
ら

受
領
し
て
保
存
し
て
い
る
仕
送
状
記

載
の
税
額
の
総
計
を
控
除
し
て
算
出

4

((

す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
新
税
で
は
、
仕

送
状
の
い
ら
な
い
仕
入
控
除
方
式
を

と
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
し
九
が

つ
て
、
個
々
の
売
上
げ
に
際
し
て
仕

送
状
を
発
行
し
九
り
、
個
々
の
仕
入

れ
に
際
し
て
仕
送
状
を
受
領
し
て
税

額
計
算
の
た
め
に
保
存
し
て
お
く
と

い
う
事
務
負
担
は
な
く
、
納
付
す
べ

き
税
額
の
計
算
は
大
雑
把
に
い
え
ぱ

総
売
上
高
に
税
率
を
乗
じ
九
金
額
か

円万
5

5

額
額
上

売
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第127号(第三種郵便物認可) 奈良会議所ニュース

国外原料品生産者④
万円

支払 500

一般消費税の仕組み

製造者⑧

昭和54年4月10日(毎月1 回10日発行)

輸入時税額

請求

卸

支払

請求
業者⑩

万円
支払 1,050

仕入れに係る税額 25

35 →売上げに係る税額 35

請求
最終消費者①

税務署
(税関を含む、

万円
25

(注) 1 税率は 5 影としナこ。

仕入れに係る税額 35

売上げに係る税額 40

2 仕人れに係る税額は、仕入額(税込み)X^

売上げに係る税額は、売上額(税込み)X^

(計算伊D ⑩の小売業者の段階では次のような計算となる。

840万円X^=40万円仕入れに係る税額

= 50万円1,050万円 X^売上げに係る税額

したがって納付税額は 50万円-40万円= 10万円

仕入れに係る税額

50→売上げに係る税額

10

第127号(第三種郵便物認可)

最終消費者負担

企業と家庭に奉仕する

栄相互銀行
社長野村萬作

昭和54年4月10日(毎月1回10日発行)

、+合計 50

詳細は総読売旅行奈良営業所
奈良市高天町18 0742(26)5221

10

奈良市下 町8ご,
大宮.大安寺.西大寺.学園前.束生駒.天理
郡山(大和小泉)・高田・桜井・桜井北・橿原
五条.下市.上市・大阪(北区南森町)

奈良会議所ニュース

万円
支払 840

国

解説

三'才
ロノし

行こう

売青年友好の船
訪中団員募集中

日昭和53年10月5日~17日
用 226,000円~430,000円

売業者@



ら
総
仕
入
高
に
税
率
を
乗
じ
た
金
額

を
引
い
て
計
算
す
れ
は
よ
い
の
で
あ

る
か
ら
、
事
務
負
担
の
増
加
は
最
小

限
度
に
止
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
九
、

申
告
に
つ
い
て
も
所
得
税
や
法
人
税

の
申
告
と
同
時
に
行
え
ば
よ
い
の
で

あ
る
か
ら
、
そ
の
点
で
も
事
務
負
担

ネ
、
、
 
0

国
税
務
調
査
に
よ
る
負
担
も
あ
ま
り

大
き
く
な
い
。

新
税
は
、
現
行
の
酒
税
や
物
品
税

の
よ
う
に
個
々
の
物
品
の
製
造
、
庫

出
し
や
販
売
を
調
査
し
て
課
税
す
る

も
の
で
な
く
、
課
税
期
間
中
の
総
体

の
売
上
高
と
仕
入
高
を
基
礎
と
し
て

税
額
を
計
算
す
る
も
の
で
あ
る
。

ま
九
、
新
税
の
税
務
調
査
に
当
九

つ
て
は
、
で
き
る
限
り
所
得
税
法

人
税
の
調
査
と
重
複
し
な
い
よ
う
留

意
す
る
。

四
税
率
は
単
一
税
率
で
、
 
E
C
諸
国

の
導
入
時
よ
り
は
低
い
も
の
と
さ
れ

て
い
る
。

ヨ
ー
ロ
ツ
パ
諸
国
の
付
加
価
値
税

の
税
率
は
、
ほ
と
ん
ど
が
-
0
%
を

超
え
る
も
の
と
つ
な
が
っ
て
お
り
、

更
に
割
増
税
率
や
軽
減
税
率
を
含
む

複
数
税
率
と
な
っ
て
い
る
場
合
が
多

い
が
、
我
が
国
の
場
合
は
前
述
の
よ

う
な
点
と
納
税
者
の
便
宜
を
考
慮
し

五
%
の
単
一
税
率
と
さ
れ
て
い
る
。

三
、
新
税
と
.
旧
取
引
高
税
と
の
違
い

新
税
は
、
昭
和
二
十
三
年
九
月
か

ら
二
十
四
年
十
二
月
ま
で
実
施
さ
れ

九
か
つ
て
の
取
引
高
税
と
は
次
の
よ

う
な
諸
点
で
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。

H
小
規
模
零
細
事
業
者
を
大
幅
に
除

外
し
、
納
付
方
法
も
印
紙
納
付
制
度

を
と
ら
な
い
。

取
引
高
税
は
、
当
初
、
免
税
点
は

設
け
ら
れ
て
お
ら
ず
、
零
細
な
事
業

者
も
す
べ
て
納
税
義
務
者
と
し
、
ま

た
、
物
品
の
販
売
又
は
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
ご
と
に
印
紙
を
消
印
し
て
交
付

す
る
納
付
制
度
を
と
っ
て
い
て
、
こ

れ
が
同
税
の
不
評
を
か
っ
た
大
き
な

原
因
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

に
対
し
、
新
税
で
は
小
規
模
零
細
事

業
者
が
大
幅
に
納
税
義
務
者
か
ら
除

外
さ
れ
る
し
、
ま
九
、
印
紙
納
付
制

度
は
予
定
し
て
い
な
い
。

口
累
積
課
税
を
排
除
し
て
い
る
。

取
引
高
税
は
、
累
積
課
税
方
式
を

と
っ
て
い
九
の
で
、
取
引
の
各
段
階

で
税
が
か
か
っ
て
い
る
部
分
に
ま
九

税
が
か
か
る
と
い
う
こ
と
で
取
引
段

階
が
複
雑
か
簡
単
か
に
よ
っ
て
最
終

の
税
負
担
が
異
な
り
問
題
と
さ
れ
て

い
九
が
、
新
税
は
売
上
高
に
税
率
を

乗
じ
た
金
額
か
ら
仕
入
高
に
税
率
を

乗
じ
た
金
額
を
控
除
す
る
こ
と
に
よ

り
累
積
課
税
を
排
除
す
る
こ
と
と
し

て
い
る
の
で
そ
の
問
題
は
生
じ
な
い
。

国
通
告
処
分
制
度
を
適
用
し
な
い
。

通
常
間
接
税
に
適
用
さ
れ
る
国
税

犯
則
取
締
法
上
の
通
告
処
分
の
制
度

は
、
取
引
高
税
に
は
適
用
さ
れ
て
い

九
が
、
新
税
の
納
付
税
額
は
、
事
業

者
の
事
業
年
度
を
通
ず
る
計
算
上
の

売
上
高
と
仕
入
高
を
基
礎
と
し
て
算

定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
の
で
、
適
用

し
な
い
こ
と
と
し
て
い
る
。

四
現
行
間
接
税
の
合
理
化

選
択
的
に
物
品
や
サ
ー
ビ
ス
に
対

し
て
課
税
す
る
現
行
の
個
別
消
費
税

に
対
し
て
、
新
税
は
物
品
や
サ
ー
ビ

ス
一
般
に
対
し
て
課
税
す
る
意
味
に

お
い
て
一
般
消
費
税
と
い
わ
れ
る
も

の
で
あ
っ
て
、
経
済
に
対
し
て
中
立

的
な
性
格
を
も
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

個
別
消
費
税
よ
り
す
ぐ
れ
て
お
り
、

諸
外
国
の
大
多
数
(
八
十
四
力
国
)

は
何
ら
か
の
形
で
の
一
般
消
費
税
を

採
用
し
て
い
る
。
な
お
、
欧
州
の
十

ニ
カ
国
は
、
イ
ン
ボ
イ
ス
方
式
の
付

加
価
値
税
を
採
用
し
て
い
る
。

我
が
国
の
場
合
は
、
個
別
消
費
税

の
体
系
を
と
っ
て
お
.
り
、
物
品
税
や

入
場
税
等
通
常
の
個
別
物
品
又
は
サ

ー
ビ
ス
課
税
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば

物
品
税
は
課
税
対
象
が
狭
い
範
囲
の

物
品
に
限
定
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か

ら
消
費
態
様
の
変
化
に
即
応
し
な
い

面
が
あ
り
、
課
税
物
品
と
非
課
税
物

品
と
の
間
の
不
均
衡
が
あ
る
と
い
う
、

問
題
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、

物
品
税
に
つ
い
て
は
原
則
と
し
て
一

般
消
費
税
と
し
て
の
新
税
に
段
階
的

に
吸
収
す
る
な
ど
の
方
向
が
示
さ
れ

て
お
り
、
税
制
の
合
理
化
を
図
る
こ

と
が
で
き
る
。

五
、
逆
進
性
と
物
価
へ
の
影
響

新
税
に
つ
い
て
は
、
負
担
配
分
が

逆
進
的
で
あ
る
と
か
、
導
入
に
よ
り

一
般
的
な
物
価
騰
貴
を
も
九
ら
す
と

い
う
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
諸

点
に
配
慮
す
る
こ
と
に
よ
り
か
な
り

問
題
は
解
消
さ
れ
よ
う
。

田
税
負
担
の
逆
進
性
に
つ
い
て
は
、

本
来
一
般
消
費
税
は
消
費
支
出
に

着
目
し
て
課
税
す
る
税
で
あ
る
以
上
、

そ
の
税
負
担
を
所
得
を
基
準
と
し
て

み
る
場
合
に
は
、
あ
る
程
度
逆
進
的

な
傾
向
を
有
す
る
こ
と
は
否
定
し
得

な
い
と
し
て
も
、
食
料
品
を
非
課
税

に
す
る
等
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
に

よ
り
、
そ
の
逆
進
性
は
大
幅
に
緩
和

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

口
そ
も
そ
も
税
負
担
の
累
進
性
、
逆

進
性
は
税
体
系
全
体
で
判
断
す
べ
き

で
あ
り
、
そ
の
場
合
、
我
が
国
の
所

得
税
は
諸
外
国
に
比
べ
て
強
い
累
進

構
造
を
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
、

一
般
消
費
税
を
導
入
し
て
も
な
お
全

体
と
し
て
の
税
負
担
の
累
進
性
は
損

な
わ
れ
る
も
の
で
は
な
い
し
、
ま
九
、

所
得
の
再
分
配
の
実
態
は
税
負
担
の

み
な
ら
ず
歳
出
を
も
含
め
て
財
政
全

体
で
判
断
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。な

お
、
上
記
の
よ
う
な
観
点
か
ら

新
税
の
税
収
を
国
民
の
福
祉
の
増
進

を
図
る
た
め
の
施
策
に
振
り
向
け
る

よ
う
努
め
て
は
ど
ぅ
か
、
ま
た
、
導

入
時
点
に
お
け
る
物
価
上
昇
を
考
慮

し
て
、
所
得
税
負
担
の
調
整
や
低
所

得
者
に
対
す
る
財
政
措
置
を
と
っ
て

は
ど
ぅ
か
と
の
意
見
も
あ
り
、
今
後

検
討
さ
れ
よ
う
。

信
近
技
器

国
新
税
導
入
の
際
、
一
時
的
に
も
せ

よ
物
価
上
昇
が
生
ず
る
の
は
そ
れ
自

身
増
税
の
反
映
で
あ
り
、
そ
れ
は
価

格
の
形
で
税
金
を
納
め
、
国
の
収
入

と
な
る
性
格
の
も
の
で
あ
っ
て
、
い

わ
ゆ
る
イ
ン
フ
レ
的
な
物
価
上
昇
と

は
異
な
る
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
大
量
の
公
債
へ
の
依
存
が

今
後
と
も
継
続
す
る
場
合
に
は
、
イ

ン
フ
レ
の
懸
念
す
ら
あ
る
こ
と
を
考

慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

六
、
中
小
企
業
者
に
対
す
る
配
慮

年
間
売
上
高
二
0
0
0
万
円
以
下

の
小
規
模
零
細
事
業
者
に
つ
い
て
は
、

王
7

ぐ

納
税
義
務
者
か
ら
除
外
す
る
ほ
か
、

年
間
売
上
高
が
二
0
0
0
万
円
を
超

え
て
い
て
も
四
O
Q
0
万
円
以
下
の

事
業
者
に
つ
い
て
は
、
課
税
の
影
響

を
緩
和
す
る
た
め
に
納
付
税
額
の
一

部
を
軽
減
す
る
い
わ
ゆ
る
限
界
控
除

制
度
を
設
け
る
等
中
小
事
業
者
に
対

し
て
種
々
配
慮
が
さ
れ
て
お
り
、
中

小
事
業
者
は
一
般
の
納
税
者
に
比
べ

て
相
対
的
に
有
利
な
扱
い
を
受
け
る

こ
と
と
な
る
。

(
大
蔵
省
・
税
制
調
査
会
答
申
よ
り

引
用
)

(

'
'

一

・
'
雉

、
.
ー
、

4
:

.

』

.

゛
:
:
.
尋
'
●
'
.
■
.
●
:
.
●
.
●

.

.

.
・
遮
,
一
,

、
べ
、
,
、
~

.
=
:
「
:
.
=
:
.
一
.
」
一
:
.

一
一
一

゛
.
、
■
:
'
■
.
●
■
.
●
:
.
●
■
●
'
:
●
.
●
:
●
:
■
:
●
:
●
.
、
■
:
゛
.
、
●
:
●
.
'
■
.
■
:
:
●
■
'
.
、
■
●
:
●
:
●
:
●
゛
.
●
:
゛
:
●
■
■
'
■
.
■
●
.
●
:
区
●
:
●
:
●
'
■
●
.
■
昂
■
.
●
:
●
■
.
●
:
:
'
'
:
、
●
:
●
:
●
■
.
●
■
.
●
:
●

Ⅲ
手
妻
三
三
三
茎
妻
三
毛
三
毛
妻
妄
妻
三
妻
三
毛
三
毛
三
手
妻
三
妻
至
手
妻
三
毛
三
手
亘
一
三
毛
委
毛
Ⅲ

一

6

(

竹
柏
句
会

山
菜
萸
に
夕
空
澄
み
て
渡
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机
に
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ジ
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の
更
紗
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福
寿
草

竹
も
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日
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春
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青
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に
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第127号(第三種郵便物認可)
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奈良商工会議所会員之章頒布開始々
ご希望の方は当所事務局まで

奈良会議所ニュース

系良商工会穫所会員之

奈良商工会議所の会員であることを自覚しその意識と
組織の高揚をはかることを目的として作成を進めてい九
「奈良商工会議所会員之章」(写真)が完成、このほど
頒布を開始しました。
当会員之章は、ビス止め、吊り下げ、卓上と 3通りの

使い方ができ、あな九のお店にあっ九方法でディスプレ
イできます。
当会員之章ご希望の方は、当所会員課までお問合せく

ださい。 1枚 2,000円です。
〔仕様〕寸法・タテ 120 %X ヨコ 170%X厚さ 7%材質
・附属部品共アクリル樹脂・加工・特殊シルクスクリー
ン印刷・金箔ホットスタンプ附属・壁面取付けビス(4
本)・吊下げ用金色鎖り・化粧箱入り。
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本社及び
奈良亭務所

京都事務所
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代表取締役桝谷博行
奈良市大宮町 1 丁目 6 番 21 号

(0742) 3 4-1 4 6 1 "UTEL 奈
京都市中京区御池通御幸町亀屋町京都府旅館会館

TE L 京都(075) 2 2 1-1 6 3 2 Hサ
大阪市淀川区宮原2丁目13-12 桝谷ビル

TE I,大阪((玲) 3 9 1-507 1 HU大阪事務所

奈良会議所ニュース
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ご自身の巣をもつということは・・・ー

昭和54年4月10日(毎月1 回10日発行)

営業時間 9:00~22:(冷
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し゛ブタイム]フ:00~22:00)

1 ボトルキープ
ニッカG&G 3,000円 1
スーバーニッカ4,000円 i
キングジョージ4,500円!

奈良商工会議所会館地階

二 電気・計装・空調・防災・土木●取締役杜長岡本繁一
奈良支店長

頼の大きさ・
電工の
式す

吸し、成長する都市の、、呼
テムをつくるシス

支術の,寉かさ・・。
近電工は大きな信頼にこたえまナ。
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会
議
所
執
行
部
と
の
懇
親
会

1
青
年
部
へ
の
期
待
深
ま
る
ー

去
る
三
月
十
五
日
(
木
)
午
後
六

時
か
ら
会
議
所
に
お
い
て
、
近
東
.

開
高
各
副
会
頭
、
大
東
総
務
委
員
長
、

小
谷
専
務
理
事
の
出
席
を
え
て
会
議

所
執
行
部
と
青
年
部
新
旧
役
員
と
の

懇
談
会
開
催
。

そ
の
中
で
会
議
所
側
は
地
域
開
発
、

大
型
店
出
店
、
奈
良
の
観
光
の
あ
り

方
等
の
諸
問
題
に
つ
い
て
将
来
の
奈

良
を
考
え
る
場
△
口
、
青
年
部
の
役
割

は
重
大
で
あ
り
、
そ
の
た
め
会
議
所

と
し
て
青
年
部
の
意
見
を
十
二
分
に

と
り
あ
げ
、
諸
政
策
に
具
体
的
に
反

映
し
て
ま
い
り
た
い
と
確
約
し
た
。

一
方
青
年
部
と
し
て
は
会
議
所
事

業
活
動
と
し
て
の
役
割
を
ふ
ま
え
、

内
部
結
束
を
固
め
つ
つ
、
長
期
的
ビ

ジ
"
ン
と
斬
新
な
発
想
を
も
っ
て
、

関
係
各
方
面
に
積
極
的
に
発
言
し
て

ま
い
り
六
い
と
そ
の
抱
負
を
提
示
。

三
月
例
会

1
次
年
度
の
活
動
方
針
固
ま
る
ー

去
る
三
月
十
六
日
(
金
)
午
後
六

時
か
ら
会
議
所
に
お
い
て
、
中
塚
部

長
他
二
十
名
が
参
加
し
て
、
今
年
度

の
反
省
を
踏
え
て
次
年
度
の
活
動
方

針
等
に
う
い
て
懇
談
会
開
催
。

1

ま
ず
先
般
の
青
年
部
活
動
に
対
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
に
つ
い
て

は
関
心
の
強
い
人
、
無
関
心
の
人
と

大
別
さ
れ
る
も
の
の
、
概
ね
研
修
の

場
と
し
て
の
期
待
が
窺
え
九
。
又
懇

談
会
で
は
内
部
結
束
に
関
す
る
も
の
、

会
議
所
青
年
部
独
自
の
活
動
に
関
す

る
も
の
、
地
域
社
会
で
の
諸
問
題
に

対
す
る
内
外
へ
の
積
極
的
な
参
画
に

関
す
る
意
見
が
出
さ
れ
、
概
ね
会
員

増
強
を
図
り
つ
つ
、
内
部
結
束
を
十

分
留
意
し
な
が
ら
内
外
に
種
々
活
動

し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
合
意
を
得

た
。
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総
務
・
事
業
・
施
設
合
同

委
員
会
開
催

三
月
七
日
十
二
時
よ
り
開
催
さ
れ

地
階
改
装
、
昭
和
五
十
四
年
度
運
営

事
業
計
画
粛
及
び
収
支
予
算
関
が
審

議
さ
れ
九
。理事

会
開
催

三
月
十
三
日
午
後
二
時
よ
り
開
催

さ
れ
、
地
階
改
装
、
昭
和
五
十
四
年

度
運
営
事
業
計
画
に
つ
い
て
、
審
議

さ
れ
い
づ
れ
も
承
認
さ
れ
て
総
会
に

提
案
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
六
。

総
会
の
開
催

三
月
二
十
日
十
二
時
よ
り
開
催
さ

れ
、
地
階
改
装
、
昭
和
五
十
四
年
度

運
営
事
業
計
画
、
収
支
予
算
に
つ
い

て
は
い
ず
れ
も
原
案
通
り
承
認
さ
れ

九
。

,

い
気
持
に
な
る
よ
う
な
人
間
に
な
ら

な
く
て
は
い
け
な
い
と
い
う
よ
う
な

卓
話
を
さ
れ
一
同
熱
心
に
拝
聴
し
た
。

講
演
会
開
催

三
月
二
十
日
午
後
一
時
三
十
分

よ
り
、
講
談
師
の
旭
堂
南
陵
氏
を
招

き
「
戦
国
武
将
の
人
の
使
い
方
」

テ
ー
マ
に
、
講
談
調
の
話
し
方
で
二

時
問
た
っ
ぷ
り
と
、
戦
国
時
代
の
武

将
の
人
の
動
か
し
方
、
使
い
方
等
を
、

時
に
は
お
色
気
話
を
少
し
は
さ
み
名

調
子
で
講
演
を
さ
れ
、
出
席
者
一
伺
、

最
後
ま
で
終
始
熱
心
に
、
き
き
い
っ

て
い
た
。
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三
月
例
会

三
月
十
三
日
十
二
時
よ
り

大
和
小
泉
康
申
堂
住
職
井
村
良

襄
師
を
講
師
に
ま
ね
き
「
一
隅
を
照

ら
す
人
」
と
の
テ
ー
マ
で
、
般
若
心

経
を
中
心
に
、
一
隅
だ
け
で
も
よ
い
、

又
ほ
ん
の
ま
わ
り
の
人
だ
け
で
も
よ

い
か
ら
そ
の
人
た
ち
が
何
か
、
温
か

倉
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い
わ
ゆ
る
「
減
収

増
益
」
と
い
う
よ
う

な
こ
と
は
、
減
量
経

営
を
目
ざ
し
九
一
時

期
に
は
あ
っ
九
が
、

そ
の
よ
う
な
こ
と
は

何
時
ま
で
も
続
け
る

ヂ

子
人

ケ
一
、

璋
正

し
商

、

一

C
、
・
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L

こ
と
は
出
来
な
か
ろ
う
。
や
は
り
基

本
的
に
は
売
上
高
の
増
大
が
企
業
存

立
の
最
も
重
要
な
久
太
件
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
故
に
こ
そ
、
売
上
高
の
増
減
が

経
営
者
の
大
き
い
関
心
事
で
あ
る
わ

け
だ
。
そ
こ
で
、
経
営
に
つ
い
て
考

経
営
者
の
最
良
の
味
方

、
、

ー
.
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分
の
負
担
で
生
産
す
る
か
で
、
同
じ

だ
け
の
生
産
を
し
て
も
生
産
高
は
大

き
い
差
が
生
じ
る
。
ま
た
、
内
作
だ

け
で
生
産
す
る
か
、
外
注
を
多
く
利

用
す
る
か
で
も
生
産
高
が
大
き
く
違

つ
て
く
る
。
こ
れ
は
一
体
、
何
故
な

の
か
と
い
う
と
、
見
掛
け
上
の
生
産

高
は
大
き
く
、
正
味
の
生
産
高
が
小

さ
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
、
<
止

業
の
本
当
の
成
果
は
、
こ
の
正
味
の

生
産
一
局
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は

言
H
酎
・
肝
酬
酎
1
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隣
堂
毒
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翻

ン
喪
郡
毒
+
、
雨
H
需
)
ι
(
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一
井

毒
+
謀
粛
毒
+
埜
蹴
)
・
・
・
一
竺
で
あ
ら

)

ビ
タ
ミ
ン
E
た
っ
ぷ
り
の

イ
ン
ペ
ッ
ク
ス
小
麦
脛
芽
油

(

経

ゾ
え
る
と
き
売
上
高
を
基
準
に
し
て
見

1

る
こ
と
が
多
く
な
る
0

し
か
し
、
売
上
高
だ
け
見
て
い
た

の
で
は
わ
か
ら
な
い
こ
と
も
多
い
。

売
上
高
は
、
一
応
、
企
業
の
成
果
を

あ
ら
わ
す
が
、
そ
の
売
上
高
が
、
あ

る
期
問
の
そ
の
企
業
の
生
産
の
大
き

さ
を
あ
ら
わ
さ
な
い
こ
と
が
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
他
の
企
業
か
ら
の
仕
入

製
品
の
売
上
げ
割
合
い
が
多
け
れ
ば

多
い
程
、
売
上
高
は
そ
の
企
業
の
生

産
の
状
況
を
あ
ら
わ
さ
な
い
こ
と
に

な
る
。
し
九
が
っ
て
、
企
業
の
生
産

規
模
や
能
率
を
知
る
た
め
に
は
、
売

上
高
で
な
く
、
肝
酬
酬
・
嵩
棚
汁
酎

1
燧
即
ヰ
ン
河
肅
・
・
=
一
を
見
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
生
産
高
に
も
ま
だ
問
題

が
残
っ
て
い
る
。

と
い
う
の
は
、
材
料
を
無
償
支
給

の
型
で
生
産
す
る
か
、
材
料
費
を
自

,〆
i丈

、

m
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弁
弁
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区
2
区
へ
阪

東
北
大

市
町
苓

市
本
話

阪
筋
電

大
(

に
は
間
違
い
な
か
ろ
う
。

ト

そ
こ
で
曾
H
訓
逢
>
奔
寿
芹
偶

(
珠
庫
辻
剛
惰
)
・
(
豁
堂
州
皿
+
珠

羨
毒
+
甫
埜
偏
肝
毒
+
翻
磨
)
+
甘

H
酎
X
岩
安
途
・
・
・
靈
の
計
算
を
し
て

み
る
と
よ
い
。
加
工
一
局
は
②
式
で
み

た
と
お
り
、
人
件
費
、
諸
経
費
、
利

益
で
あ
る
。
従
っ
て
、
加
工
一
局
の
三

分
の
一
は
労
働
に
対
し
て
、
三
分
の

一
は
企
業
維
持
に
対
し
て
、
残
り
の

三
分
の
一
は
資
本
に
対
し
て
支
払
う
、

す
な
わ
ち
企
業
成
果
三
分
の
原
則
と

い
う
の
が
理
想
だ
と
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
現
在
は
、
こ
の
よ
う
な
理

4
1

天
備
高
 
6
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(

付
加
価
置
を

把
握
し
よ
、
つ

タツ
ー

で
す
ま
し
た
い
と
し
て
い
る
。
全
く

も
っ
て
利
害
は
真
向
か
ら
対
立
し
て

い
る
も
の
の
よ
う
に
見
え
る
。
し
か

し
、
よ
く
よ
く
観
察
し
て
み
る
と
、

労
働
者
側
に
と
っ
て
は
、
一
人
当
り

月
平
均
給
与
額
の
少
し
で
も
高
け
れ

ぱ
よ
く
、
資
本
家
側
に
と
っ
て
は
労

働
分
配
率
が
こ
れ
以
上
高
く
な
ら
な

け
れ
ば
よ
い
わ
け
で
、
必
ず
し
も
絶

対
的
な
対
立
に
あ
る
も
の
で
は
な
い

よ
う
に
思
わ
れ
る
。

鈷
価
値
耕
を
も
と
に
、
付
加

価
値
を
使
い
こ
な
し
て
い
く
な
ら
ぱ

一
局
賃
金
←
高
能
率
←
低
コ
ス
ト
←
高

付
加
価
値
←
高
利
潤
と
い
う
好
ま
し

い
企
業
活
動
の
サ
イ
ク
ル
を
作
り
あ

げ
る
こ
と
が
で
き
ょ
う
。

わ
さ
れ
る
。
こ
れ
こ
そ
が
、
<
止
業
の

真
の
カ
セ
ギ
高
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る

付
加
価
値
で
あ
る
。

②
式
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
加

工
高
が
少
な
す
ぎ
る
と
、
利
益
ど
こ

ろ
か
、
人
件
費
や
諸
経
費
も
ま
か
な

え
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
か
ね
な

し
か
し
、
加
工
高
が
い
く
ら
大

0
いき

く
て
も
、
そ
の
加
工
高
を
達
成
す

る
た
め
に
必
要
で
あ
っ
た
人
件
費
が

多
す
ぎ
て
は
よ
く
な
い
。
特
に
、
昨

今
は
、
こ
の
人
件
費
の
問
題
が
企
業

経
営
上
の
頭
痛
の
タ
ネ
で
あ
る
こ
と

,
、
、
一

想
は
無
理
な
話
で
、
一
応
、
経
営
上

問
題
の
な
い
企
業
の
労
働
分
配
率
は

四
0
1
六
0
劣
の
問
と
な
っ
て
い
る
。

勿
論
、
こ
の
数
値
は
小
さ
い
ほ
ど
よ

い
わ
け
で
、
出
来
れ
ぱ
五
0
先
以
下

が
望
ま
し
い
が
、
蹴
織
池
一
>
畩
δ

卸
判
訪
>
一
井
摩
1
 
(
>
一
井
毒
+
胤
織

卸
嫌
)
十
一
品
・
・
・
{
▲
}
が
低
す
ぎ
る
の

で
は
困
り
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

目
下
、
春
闘
九
け
な
わ
と
い
う
と

き
で
あ
る
。
労
働
者
側
は
一
彫
で
も

多
く
の
賃
上
げ
を
勝
ち
取
ろ
う
と
し
、

資
本
家
側
は
一
%
も
少
な
い
賃
上
げ
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中
小
企
業
診
断
士
井
上
誠
逸

9

の
」
つ

も
よ

の
し

な
ま

ん
、し

み
使

す
こ
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立花和夫支店長

叫.'

(.

袖凡'従

、. ,.、

企業発展のため商品開発を特許・商標等で保護しま
一国内船よび世界各国の特許・実用新案・意匠・

ダ

田内外国特許事務所

奈良商工会議所中小企業相談所顧問
相談日木曜日
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こ
れ
か
ら
の
レ
ジ
ャ
ー
と
観
光

一
、
自
己
啓
発
型
の
レ
ジ
ャ
ー
が
増

大わ
れ
わ
れ
日
本
人
の
レ
ジ
ャ
ー
は
、

一
九
七
三
年
秋
に
起
こ
っ
九
オ
イ
ル

シ
"
ツ
ク
を
契
機
に
、
そ
の
内
{
谷

.が
大
き
く
変
わ
り
、
現
在
は
八
0
年

代
の
低
成
長
社
会
に
向
け
て
の
転
換

期
に
あ
る
と
い
っ
て
ょ
い
。

周
知
の
よ
う
に
、
一
九
六
0
年
代

の
一
局
度
成
長
時
期
は
レ
ジ
ャ
ー
消
費

も
成
長
段
階
に
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
金

銭
多
消
費
型
の
レ
ジ
ャ
ー
が
主
流
を

占
め
て
い
九
が
、
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク

後
の
狂
乱
物
価
、
イ
ン
フ
レ
、
不
況

と
続
く
あ
い
だ
に
節
約
意
識
が
浸
透

し
、
賢
い
消
費
者
が
ふ
ぇ
る
と
と
も

て
、
レ
ジ
ャ
ー
も
時
間
多
消
費
の
自

己
充
実
型
が
ふ
ぇ
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
ジ
"
キ
ン
グ
や
力

ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
等
の
隆
盛
に
み

ら
れ
る
よ
う
に
、
軽
い
ス
ポ
ー
ツ
や

趣
味
・
創
作
活
動
等
の
自
己
啓
発
型

の
レ
ジ
市
1
が
ふ
ぇ
て
い
る
。
一
一
言

で
い
え
ば
、
自
由
時
問
を
十
分
か
け

る
わ
り
に
は
お
金
が
か
か
ら
ず
、
し

か
も
上
達
と
実
益
の
楽
し
み
が
あ
っ

て
、
最
終
的
に
は
心
が
豊
か
に
な
る

財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
調
査
研
修
部

主
査
内
藤

レ
ジ
ャ
ー
が
伸
び
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
レ
ジ
ャ
ー
活
動
は
地

域
社
会
で
行
わ
れ
る
機
会
が
多
く
、

昨
今
の
コ
ミ
ユ
ニ
テ
ィ
・
レ
ジ
ャ
ー

が
盛
ん
に
な
る
ゆ
え
ん
で
あ
ろ
う
。

そ
の
場
合
、
確
か
に
、
レ
ジ
十
 
1

レ
ク
リ
エ
ー
シ
"
ン
関
連
の
公
共
施

設
は
ふ
ぇ
て
い
る
が
、
指
導
者
が
不

足
し
て
い
る
状
況
な
の
で
、
今
後
は
、

技
術
が
優
れ
て
い
て
教
え
方
も
上
手

で
、
人
柄
も
よ
い
指
導
者
の
養
成
が

重
要
と
な
ろ
う
。

こ
れ
か
ら
の
レ
ジ
ャ
ー
は
、
す
で

に
現
在
で
も
そ
の
萠
芽
が
現
わ
れ
て

い
る
が
、
「
健
康
」
と
ヌ
子
習
」
に

結
び
つ
い
た
レ
ジ
ャ
ー
が
ふ
え
る
で

あ
ろ
う
。
と
い
う
の
は
、
健
康
と
教

育
の
問
題
は
国
民
の
だ
れ
で
も
共
通

し
、
賛
同
が
得
ら
れ
る
か
ら
で
あ
っ

て
、
自
由
時
間
が
増
大
し
レ
ジ
ャ
ー

活
動
が
一
局
度
化
す
る
と
、
い
う
そ
う

こ
の
問
題
に
関
心
を
も
つ
よ
う
に
な

る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
う
ち
、
健
康
に

つ
い
て
は
高
齢
化
社
会
に
な
る
こ
と

で
い
っ
そ
う
拍
車
が
か
け
ら
れ
そ
う

で
あ
る
。

ニ
、
住
民
も
住
み
ょ
い
観
光
地
づ
く

り次
に
レ
ジ
ャ
ー
の
な
か
で
大
き
な

部
分
を
占
め
る
観
光
に
つ
い
て
考
え

る
と
、
ま
ず
第
一
に
、
こ
れ
か
ら
は

近
距
離
と
遠
距
籬
の
旅
行
に
極
分
化

が
す
す
む
で
あ
ろ
う
。

こ
の
現
象
は
い
ま
で
も
現
わ
れ
て

お
り
、
公
共
交
通
機
関
の
運
賃
・
料

金
の
上
昇
に
伴
い
、
日
帰
り
か
一
泊

程
度
の
マ
イ
カ
ー
旅
行
が
ふ
ぇ
て
い

る
一
方
、
沖
縄
や
海
外
旅
行
が
ふ
ぇ

て
い
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。

こ
れ
は
経
済
が
低
成
長
化
す
る
に

伴
う
消
費
行
動
の
一
つ
で
あ
っ
て
、

一
方
で
は
節
約
志
向
が
強
ま
る
が
、

他
方
で
は
年
に
一
、
二
回
し
か
で
き

な
い
観
光
旅
行
は
豪
勢
に
や
り
九
い

と
い
う
志
向
も
強
ま
り
、
旅
行
業
者

や
ホ
テ
ル
等
の
企
画
商
品
で
も
高
い

も
の
か
ら
売
れ
て
い
く
一
面
に
表
わ

れ
て
い
る
。

第
二
は
、
生
活
の
上
昇
と
と
も
に

「
ゆ
と
り
」
志
向
が
強
ま
り
、
観
光

旅
行
や
レ
ジ
ャ
ー
に
生
活
の
豊
か
さ

を
求
め
る
よ
う
に
な
る
の
で
、
観
光

や
レ
ジ
ャ
ー
は
全
般
的
に
一
局
級
化
志

向
と
な
っ
て
表
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
と
と
も
に
、
従
来
の
よ
う
な

,
人
並
み
意
識
,
は
薄
れ
て
、
個
性

多
様
化
が
い
っ
そ
う
す
す
む
で

ヒ
、

あ
ろ
、
つ
。

第
三
は
、
海
外
観
光
旅
行
大
衆
化

時
代
を
迎
え
て
海
外
の
一
級
の
り
ゾ

ー
ト
に
接
す
る
日
本
人
が
ふ
ぇ
る
に

伴
い
、
国
内
の
観
光
地
を
見
る
眼
が

厳
し
く
な
る
の
で
、
清
潔
さ
や
洗
練

さ
、
快
適
性
、
娯
楽
性
、
安
全
性
等

の
整
っ
九
質
の
高
さ
が
観
光
地
に
要

求
さ
れ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
今
後
は
生
活
の

豊
か
さ
を
求
め
る
人
が
ふ
ぇ
る
に
つ

れ
て
、
レ
ジ
ャ
ー
も
従
来
の
金
銭
多

消
費
の
気
晴
し
型
か
ら
時
間
多
消
費

の
自
己
充
実
型
に
変
わ
り
観
光
旅
行

も
生
活
の
豊
か
さ
を
構
成
す
る
重
要

な
要
素
と
な
る
の
で
、
そ
れ
ら
の
需

要
を
受
け
入
れ
る
側
も
発
想
の
転
換

が
必
要
と
な
る
の
は
い
う
ま
で
も
な

帛
寸
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木
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村
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徳
食
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ト

子
凍

、
0

し
そ
の
な
か
で
地
域
と
し
て
最
も
重

要
な
の
は
、
ま
ず
第
一
に
地
域
の
特

色
の
見
直
し
で
あ
り
、
第
二
は
そ
の

特
色
を
伸
ば
す
方
策
で
あ
り
、
第
三

は
そ
れ
を
推
持
す
る
組
織
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ま
で
の
観
光
地
は
自
分
の
と

こ
ろ
さ
え
も
う
か
れ
ば
よ
い
と
い
う

我
利
私
欲
の
施
設
が
強
く
、
結
果
と

し
て
は
ま
と
ま
り
の
な
い
観
光
地
と

な
っ
九
と
こ
ろ
が
小
ノ
な
く
な
い
。
こ

れ
か
ら
は
、
そ
こ
に
住
ん
で
い
る
人

た
ち
が
住
み
ょ
く
て
、
訪
れ
た
人
も

快
適
に
楽
し
め
る
観
光
地
づ
く
り
が

必
要
と
な
る
。

商
工
名
鑑
の
引
換
え
は

今
月
末
ま
で
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奈
良
市
内
事
業
所
を
掲
載
し
た
商

工
名
鑑
〔
写
喜
が
完
成
、
先
月
か

ら
会
員
の
方
に
無
料
で
お
渡
し
し
て

お
り
ま
す
。

未
だ
お
受
け
と
り
に
な
っ
て
お
ら

れ
な
い
方
は
、
先
月
号
ニ
ユ
ー
ス
に

折
込
み
の
「
商
工
名
鑑
引
換
受
領
宝
白
」

を
御
持
参
の
う
え
当
所
窓
口
ま
で
お

越
し
く
だ
さ
い
0

期
限
は
四
月
末
日
ま
で
で
す
。

(

菓
冷

起
琴

観
光
土
産
品
審
査
会
開
く

県
観
光
士
産
品
公
正
取
引
協
議
会

奈
良
県
観
光
士
産
品
公
正
取
引
協

議
会
(
会
長
松
岡
太
郎
氏
)
は
去
る

三
月
八
日
(
木
)
、
当
所
四
階
中
ホ
ー

ル
に
て
食
品
類
の
観
光
士
産
品
に
関

し
、
表
示
に
関
す
る
審
査
会
を
開
催

ナ審
査
対
象
は
、
奈
良
県
内
の
士
産

品
製
造
販
売
業
者
で
、
取
扱
い
商
品

が
包
装
又
は
容
器
を
用
い
土
産
品
・

名
産
品
等
の
表
示
を
し
九
う
え
観
光

客
の
士
産
用
と
し
て
販
売
さ
れ
る
も

の
で
、
総
点
数
一
九
五
点
が
公
正
取

引
委
員
会
、
奈
良
保
健
所
、
県
民
生

活
科
学
セ
ン
.
タ
ー
等
の
審
査
員
に
よ

り
厳
重
な
審
査
を
受
け
た
。

審
査
の
結
果
合
格
一
七
八
点
条
件

付
合
格
十
点
不
合
格
七
点
で
あ
っ
た
。

条
件
付
合
格
は
登
録
商
標
の
番
号
記

載
も
れ
が
大
半
で
不
合
格
品
は
過
大

包
装
や
食
品
衛
生
法
に
抵
触
す
る
も

の
で
あ
っ
九
。
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第127号(第三種郵便物認可)

雇用保険率1000分の 1引き上け
4月1日から実施

雇用保険の保険料率が昭和54年4月1日から1000分
の1引き上げられます
これによる新保険料率は次の通り

イ、一般の事業

14.5 事業主 1,000分の 10 の率に応ずる額
1,000 被保険者 1,000分の5.5の率に応ずる額

イー驫'ーイー・ーL-・

奈良会議所ニュース

農林水産の事業、清酒製造の事業
16.5 事業主 1,000分の 9 の率に応ずる額
1,000 被保険者 1,000分の6.5の率に応ずる額

建設の事業

事業主 1,000分のⅡの率に応ずる額17.5
被保険者 1,000分の6.5の率に応ずる額1 000

昭和54年4月10日(毎月1 回10日発行)
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奈良市尼ケ辻町70-1
TEL 奈良(0742)33-0255 (代表)

奈良会議所ニュース
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お菓子は徳村

昭和54年4月10日(毎月1 回10日発行)

菓子食品部奈良市大森町24番地 TEL0742-24-2001~4
冷凍冷菓部奈良市川ノ上町14番地 TEι0742-22-0122~3
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白衣・事務服・作業服
(奈良県庁,奈良市役所指定業者〕 四各種奈良県代理


